
平成１７年度 「魅力ある大学院教育」イニシアティブ 
教育プログラム及び審査結果の概要 

 
◇「1.申請分野(系)」～「6.履修ﾌﾟﾛｾｽの概念図」 ：大学からの計画調書（平成17年7月現在）を抜粋 

機 関 名  東北大学 整理番号 ｂ003 

１．申請分野(系）  理工農系 

２．教育プログラムの名称 
国際的若手研究者養成プログラム 
（ヤングブレインズ２１プログラム） 

主なものを左から順番に記入（３つ以内） 

 地球惑星科学、化学、数学 ３．関連研究分野(分科) 
 
  （細目・キーワード） 

主なものを左から順番に記入（５つ以内） 

（固体地球惑星科学、分析化学、数学一般、数理物理・物性基礎、天文学） 

（主たる研究科・専攻名） 

理学研究科・地球物理学専攻 〔博士前期課程〕 
理学研究科・地球物理学専攻 〔博士後期課程〕 

研究科長（取組代表者）の氏名

橋本 治 ４．研究科・専攻名 
及び研究科長名 

（［ ］書きで課程区分を記入、 

複数の専攻で申請する場合は、 

全ての研究科・専攻を記入） 

（その他関連する研究科・専攻名） 

理学研究科・数学専攻〔博士前期課程・博士後期課程〕、理学研究科・物理学専攻〔博士前期課程・

博士後期課程〕、理学研究科・天文学専攻〔博士前期課程・博士後期課程〕、理学研究科・化学専攻

〔博士前期課程・博士後期課程〕、理学研究科・地学専攻〔博士前期課程・博士後期課程〕 

５．本事業の全体像 

5-(1) 本事業の大学全体としての位置付け（教育研究活動の充実を図るための支援・措置について） 

 

本学において、「国際的に通用する研究者（エリート）養成」は全学的最重要課題の１つとなっ

ており、その恒常的実現を見据えて、「国際高等研究教育機構（仮称）」を設置することとしてい

る。 

 本機構の目指すべき方向性としては、①先端融合領域教育組織の構築、②世界トップレベルの研

究者の養成、③国際的質の保証体制の確保を掲げており、具体的には、④２１世紀ＣＯＥプログラ

ムを基盤とした教育組織の新たな展開、⑤本学の特質を活用した教育組織の新たな展開を図ること

としている。 

 今回申請しているプログラムは、大学教員や国公立研究所、企業の研究所などで活躍する「世界

的若手研究者」の養成を目指すものであり、本機構の目指すべき方向性や組織展開等において、一

翼を担う重要な領域となっている。また、その教育課程は、現在理学研究科が一丸となった推進し

ている21世紀ＣＯＥプログラム、および、国際化をさらに強化する「先端理学国際コース」プログ

ラムにおける教育課程と、相互補完的なプログラムとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機 関 名 東北大学 整理番号 ｂ003 

5-(2) これまでの教育研究活動の状況（現在まで行ってきた教育取組について） 

 

本理学研究科は、昭和28年に6専攻で発足して以来、開学以来の理念、「研究第一主義」、「門戸開放」

のもと、世界第一級の研究にもとづく大学院教育を行ってきた。平成６－７年度には、「大学院重点化」によ

り、専攻の再編と大講座化が行われ、教育・研究活動は質・量ともに大幅に拡充された。本研究科は世界の

第一線で活躍できる若手研究者の養成を第一の使命に掲げ、これまで2212名（平成16年度末現在）の博

士号取得者を社会に送り出している。平成14年度から始まった21世紀COEプログラムでは、３つのプログラ

ムに本研究科の６専攻がすべて参加し、博士後期課程院生への教育・研究支援のための活動を活発に行

っている。また、平成16年度10月からは、英語による留学生のための大学院課程「先端理学国際コース」を

設置し、国費・私費留学生合わせて毎年十数名ずつ入学させることで、大学院教育の国際化にも努めてい

る。 

5-(3) 魅力ある大学院教育への取組・計画（大学院教育の実質化（教育の課程の組織的展開の強化）のための具体的な教育

取組及び意欲的・独創的な教育プログラムへの発展的展開のための計画について） 

 
本研究科における教育の第一の使命は、「知の継承と創出」を担う国際的若手研究者の養成である。こ

れまで以上にこの使命を達成するため、新たに博士前期・後期課程一貫した「国際的若手研究者（ヤングブ

レインズ２１）養成コース」を設置し、既存の21世紀ＣＯＥプログラムおよび先端理学国際コースと連携し、相

互補完的に大学院教育の量的拡大と質的改善を図るものである。本コースの特徴は、１）優秀な院生を選

抜し、２）大学教員や企業等の研究所で活躍する研究者養成に特化すること。そのため、３）国際的環境下

での教育を行い、４）分野融合型基礎教育、５）研究者としての倫理教育、６）実践的英語教育を充実させ

る。また、院生個々人には、７）各種経済支援を充実させ、８）複数教員（アドバイザリボード）による研究指導

を行い、９）既存学問分野（専攻）をまたぐ分野での学位取得、ならびに、早期の学位取得を奨励する。 

具体的には、本「養成コース」院生に対し、以下に掲げる複数のサブプログラムを総合的に実践する。 

１）分野横断型・実践型授業科目の開講（研究者の倫理などを扱う「科学基礎論」、および、英語力増進のた

めの実践的授業を開講する。専攻の枠を超えた横断型カリキュラムに再編する）。２）海外の卓越した研究者

による英語による授業の実施と研究指導。３）院生への公募による研究費配分（院生を早期に自立させるた

め、研究課題を公募し、審査のうえ配分）。４）国際研究集会等への参加支援：前期課程院生の国際研究集

会等への参加（研究発表）を奨励。５）海外拠点交流機関における長期インターンシップ研修の導入（海外

拠点交流機関への長期（数か月から1年程度）派遣プログラムを後期課程院生へ実施）。６）連続セミナー

や、夏の学校等研究集会開催の院生自身による企画・立案と実施への支援。７）アドバイザリボードの設置

（後期課程院生個々人に対し、主任指導教員と複数の教員からなるアドバイザリボードを設置し、多様な観

点からの教育・研究指導を行う）。 

 



機 関 名 東北大学 整理番号 ｂ003 

 ６．履修プロセスの概念図 

国際的若手研究者（ヤングブレインズ21）養成プログラム

修了

修了

進学

入学

《学位授与プロセス》《各種支援事業》《養成コース教育・研究プログラム》

学位論文発表・最終試験

予備審査

博士論文作成

修士論文作成

自立した研究の実践

基礎素養と広い視野の獲得

分野横断型カリキュラム

アドバイザリボード
による研究指導

主任指導教員
による研究指導

主任指導教員と
関連分野教員

による研究指導

学位授与ﾌﾟﾛｾｽの指導

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞの設置

学位授与ﾌﾟﾛｾｽの指導

主任指導教員の決定

学位論文発表・最終試験

TA雇用（GP）

RA雇用（COE）

派遣経費支援（GP）

実施経費支援（GP）

TA雇用（GP）早期修了

早期修了
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（注）括弧内のGPとCOEは，
大学院GPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと21世紀
COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる支援で
あることを示す。

（注）括弧内のGPとCOEは，
大学院GPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと21世紀
COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる支援で
あることを示す。

編入学

海外インターンシップ研修

海 外 国 際 学 会 参 加

ｾﾐﾅｰ・研究集会の企画・実施

研 究 課 題 の 提 案

論文作成・国際誌への投稿

派遣経費支援（GP/COE）

派遣経費支援（GP/COE）

実施経費支援（GP）

研究費支援（GP/COE）

科 学 基 礎 論

ｺｰｽﾜｰｸ（専門科目）

英 語 論 文 作 成

IGPAS英語科目

COE外国人による科目

海 外 国 際 学 会 参 加

ｾﾐﾅｰ・研究集会の企画・実施

分野横断型カリキュラム

21COEプログラム
（博士後期課程教育プログラム）

先端理学国際コース（IGPAS）
（英語による留学生コース）

連携

発展
（量的拡大・質的向上）

＜既存プログラム＞
（１） 素養増進プログラム
（２）自立促進プログラム
（３）海外インターンシップ研修プログラム

国際的若手研究者
（ヤングブレインズ２１）

養成プログラム

＜本プログラム＞

＜既存プログラムと本プログラムとの関係＞

科 学 基 礎 論

ｺｰｽﾜｰｸ（専門科目）

英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

IGPAS英語科目

COE外国人による科目

 

 



機 関 名  東北大学 整理番号 ｂ003 

＜審査結果の概要及び採択理由＞ 

 

「魅力ある大学院教育」イニシアティブは、現代社会の新たなニーズに応えられる創造性豊かな

若手研究者の養成機能の強化を図るため、大学院における意欲的かつ独創的な研究者養成に関する

教育取組に対し重点的な支援を行うことにより、大学院教育の実質化（教育の課程の組織的な展開

の強化）を推進することを目的としています。 

本事業の趣旨に照らし、 

 ①大学院教育の実質化のための具体的な教育取組の方策が確立又は今後展開されることが期待で

きるものとなっているか 

 ②意欲的・独創的な教育プログラムへの発展的展開のための計画となっているか 

の２つの視点に基づき審査を行った結果、当該教育プログラムに係る所見は、大学院教育の実質化

のための各項目の方策が非常に優れており、十分期待できるとともに、教育プログラムが事業の趣

旨に適合しており、その実現性、一定の成果と今後の展開の面も期待できると判断され、採択とな

りました。 

 なお、特に優れた点、改善を要する点等については、以下の点があげられます。 

 

〔特に優れた点、改善を要する点等〕 

・専攻が目指している国際的な若手研究者の育成について、海外インターンシップなどを通じて、その

実現を目指す「ヤングブレインズ２１養成コース」を設置し、十分実施可能な具体的なプログラムを作

成している点は評価できる。また、予算面からみて大学からの支援も期待でき、プログラムの実現が

十分期待できる。 

・各専攻の融合や連携について、さらなる工夫が望まれる。 

 

 

 


